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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月24日(2008.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その治療を必要とする患者における急性骨髄性白血病（ＡＭＬ）の治療に使用するため
のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項２】
　ＡＭＬが１種または２種以上の他の治療法に無反応性である、請求項１記載のｍＴＯＲ
阻害剤。
【請求項３】
　ＡＭＬが再発したものである、請求項１記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項４】
　セロリムス（ラパマイシン）、ＡＰ２３５７３、テムシロリムス（ＣＣＩ７７９）、エ
ベロリムス（ＲＡＤ００１）またはＡＢＴ－５７８である、請求項１、２または３記載の
ｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項５】
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　０.１～５０ｍｇの用量で週に１回または２回以上投与される、請求項１～４のいずれ
かに記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項６】
　週に３～７回投与される、請求項１～５のいずれかに記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項７】
　静脈内または経口で投与される、請求項１～６のいずれかに記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項８】
　腸溶性コーティングを有する固体剤形で経口投与される、請求項１～５のいずれかに記
載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項９】
　寛解導入療法中に投与される、請求項１～８のいずれかに記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項１０】
　強化療法中に投与される、請求項１～８のいずれかに記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項１１】
　寛解維持療法中に投与される、請求項１～８のいずれかに記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項１２】
　他の療法と併用して投与される、請求項１～１１のいずれかに記載のｍＴＯＲ阻害剤。
【請求項１３】
　下記の１種または２種以上の療法と併用して投与される、請求項１２記載の方法：代謝
拮抗薬、アントラサイクリン薬、６－チオグアニン、ゲムツズマブ・オゾガマイシン（マ
イロターグ）、コロニー刺激因子、放射線療法、および幹細胞移植。
【請求項１４】
　前記の薬が、シタラビン（ａｒａ－Ｃ）、ダウノルビシン、ドキソルビシン、イダルビ
シン、Ｇ－ＣＳＦおよびＧＭ－ＣＳＦから選ばれる、請求項１３記載のｍＴＯＲ阻害剤。
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